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１．研究目的 

 今、カメラは誰でも持てるようになった。「カメラ女

子」という言葉も生まれるほどに、ブームになってい

る。難しい事を考えなくても、誰でも簡単に鮮明な

写真が撮れるようになり、SNS の写真共有サイトな

どでも、日々たくさんの写真が発信されている。そ

んな中、他の人が撮った写真と違いが出るのは構

図である。私はその構図を、一番分かりやすく学べ

るマニュアルを研究し提案する。 
 

 写真をうまく撮るためには、カメラの機械的な使い

方を知るよりも、写真を「創る」という感覚を身につ

ける方が効果的だと考えた。そのため、デザインや

アートの基本であるデッサンと同様に、写真の基本

である構図を学べるものが良いと考えた。 
 マニュアルをつくるにあたり、まず市販されている

既存の構図マニュアルについてどう思うか、学生に

ヒアリング調査を行った。その結果、「読む気がおき

ない」「とっつきにくい」「説明を読むのが面倒くさ

い」などの意見があがった。このことから、マニュア

ルは直感的でわかりやすい媒体のものがいいと考

えた。 
 

「直感的でわかりやすい構図マニュアル」 
 

 コンセプトを実現するために、重要と考えられるポ

イントを設定した。 
 １つ目に、直感的に理解してもらうための、カード

型ツールの採用。これは単語帳をヒントに考えた。 
 ２つ目に、「重ねる」という方法。これは、デッサン

の時に使うデスケルデスケルとは：四角い透明プラ

スチックの板に木炭紙の形を切り込んで目盛りをつ

けたもので、デッサンや絵画の構図を確かめるた

めに使うもの）をヒントに考えた。透明シートにグリッ

ドを（構図）を印刷し、例で載せた写真の上に重ね

ることで、直感的にどんな構図なのか分かるように

した。 
 ３つ目に、思わず実践してみようと思えること。こ

れは見かけた小さな「穴」を覗きたくなったりするよ

うな、思わずやってしまうことをヒントに考えた。具体

的には、取り外して使用可能な「透明シート」の採

用である。このシートは、それだけで持ち歩くことも

できる。そうすることで、グリッドを景色にかざし構図

に合う背景を探すことができたり、カメラに当てて撮

影することもできる。また、構図の説明文は既存の

マニュアルのように堅くならないように文章を少なく

し、簡潔にした。更に、透明シートと説明文がバラ

バラになってしまっても、一目で分かるように色分

けをし、直感的にペアが分かるようにした。 
 
５．完成図 
 

   
 

   
 
６．結論 
 カメラを始めたばかりの人と写真撮影に興味があ

る人にそれぞれこのマニュアルを使用してもらった

ところ、透明シートのアイデアが分かりやすい、説

明文を読まなくても意味が分かる、などといった答

えをもらえた。また、絵を描く時にも使ってみたい、

色々な種類のグリッドを組み合わせて撮影してみ

たい、など新しい使い方の提案が得られた。以上

のことから、「直感的でわかりやすい」というコンセ

プトの目標は達成することができた。 
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